
報
日
本
思
想
史
学
会
平
成
八
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
六
日
（
土
）
・
二
十
七
日
（
日
）
の
両
日
、
国
際
基
督
教
大
学
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。

平
成
八
年
度
大
会
の
概
況

第
一
日
目
は
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ｌ
、
『
古
事
記
』
神
話
に
み
ら
れ
る
「
啓
蒙
」
の
構
図
ｌ
「
作
品
と
し
て
の
構
造
」
探
求
の
一
試
論
Ｉ
（
同
志
社
大
学
大
学
院
）
北
康
宏

２
、
仏
教
と
稜
れ
ｌ
説
話
集
に
見
る
不
浄
観
と
そ
の
展
開
Ｉ
安
田
夕
希
子

３
、
花
に
つ
い
て
ｌ
道
元
と
世
阿
弥
の
ば
あ
い
Ｉ
（
南
山
大
学
）
土
田
友
章

４
、
林
羅
山
と
兵
家
思
想
ｌ
『
孫
子
諺
解
』
と
『
施
氏
孫
子
講
義
』
Ｉ

（
東
北
大
学
大
学
院
）
壷
穎

５
、
『
孝
経
啓
蒙
』
と
『
孝
経
大
全
』

（
東
北
大
学
大
学
院
）
本
村
昌
文

６
、
鈴
木
正
三
に
お
け
る
「
出
家
」
の
意
義
ｌ
戒
律
観
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
学
習
院
大
学
大
学
院
）
加
藤
み
ち
子

７
、
『
大
和
本
草
』
と
『
大
疑
録
』
ｌ
「
物
の
性
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
東
北
大
学
大
学
院
）
結
城
麗

８
、
貝
原
益
軒
と
勧
善
思
想
Ｉ
小
瀬
甫
庵
・
浅
井
了
意
と
『
明
心
宝
鑑
』
と
を
て
が
が
り
と
し
て
Ｉ

（
東
北
大
学
大
学
院
）
成
海
俊

９
、
明
治
期
の
〈
日
本
教
育
史
〉
と
益
軒
百
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
松
村
浩
二

Ⅲ
、
祖
棟
学
に
お
け
る
「
道
」
と
「
人
情
」

（
一
橋
大
学
大
学
院
）
王
青

Ⅱ
、
荻
生
柤
棟
の
思
想
に
お
け
る
「
敬
天
」
「
敬
鬼
神
」
「
知
命
」
の
位
置
草
稲
田
大
学
大
学
院
）
片
岡
龍

皿
、
近
世
兵
家
に
お
け
る
普
遍
と
特
殊
ｌ
『
司
馬
法
』
「
厳
位
編
」
解
釈
を
中
心
に
Ｉ
（
東
北
大
学
大
学
院
）
高
橋
禎
雄

生
巨
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研
究
発
表
終
了
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
評
議
員
会
よ
り
平
成
七
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
評
議
員
よ
り
会
則
改
正
案
、
平
成
八
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
会
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

302928
、 、 、

27262524232221 20
、 、 ､ 、 、 、 、 、

19 18 17 16 15 14 13
、 、 、 ､ 、 、 、

〈
考
証
家
〉
の
十
九
世
紀
Ｉ
古
え
へ
の
ま
な
ざ
し
と
日
本
の
近
代
Ｉ
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
表
智
之

宣
長
前
期
思
想
に
お
け
る
「
も
の
」
の
世
界
ｌ
そ
の
形
成
と
構
造
Ｉ
（
東
京
大
学
大
学
院
）
金
泰
昊

近
世
国
学
者
の
言
語
認
識
の
諸
相
１
国
学
者
の
語
学
研
究
へ
の
視
座
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
加
川
恭
子

鈴
木
重
胤
の
鎮
魂
論
（
愛
知
教
育
大
学
）
前
田
勉

近
江
八
幡
の
国
学
者
西
川
吉
輔
に
つ
い
て
ｌ
思
想
的
検
討
に
む
け
て
Ｉ
（
立
命
館
大
学
大
学
院
）
武
知
正
晃

幕
末
に
お
け
る
「
有
志
」
大
名
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
徳
川
斉
昭
を
中
心
と
し
て
ｌ
（
国
際
基
督
教
大
学
）
星
山
京
子

日
本
と
中
国
に
お
け
る
「
絶
対
的
実
学
思
想
」
の
比
較
ｌ
佐
久
間
象
山
と
鵺
桂
芥
を
中
心
に
ｌ

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
大
学
院
）
石
津
達
也

近
代
中
国
に
お
け
る
吉
田
松
陰
認
識
Ｉ
清
末
改
良
派
を
中
心
に
Ｉ
（
東
北
大
学
大
学
院
）
郭
連
友

文
明
史
の
な
か
の
国
体
論
ｌ
士
口
田
松
陰
の
突
き
つ
け
る
も
の
Ｉ
野
口
忠
彦

将
軍
を
戴
く
立
憲
君
主
制
Ｉ
西
周
・
津
田
真
道
の
国
家
構
想
Ｉ
（
作
陽
音
楽
大
学
）
小
笠
原
幹
夫

内
村
鑑
三
の
思
想
形
成
期
に
お
け
る
「
人
情
」
の
問
題
（
宮
城
学
院
中
等
学
校
）
今
高
義
也

韓
国
に
お
け
る
無
教
会
思
想
の
展
開
ｌ
金
教
臣
と
盧
平
久
を
中
心
に
Ｉ
（
東
京
大
学
大
学
院
）
金
英
男

国
民
道
徳
論
と
儒
教
Ｉ
西
村
茂
樹
・
井
上
哲
次
郎
を
中
心
（
立
命
館
大
学
大
学
院
）
内
藤
辰
郎

井
上
哲
次
郎
の
国
民
道
徳
論
に
つ
い
て
（
東
京
大
学
大
学
院
）
徐
酒

岡
倉
天
心
『
東
洋
の
理
想
』
の
構
造
ｌ
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と
「
国
民
的
」
な
る
も
の
の
相
克
ｌ

（
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
）
岡
本
佳
子

柳
田
国
男
の
自
己
認
識
と
「
一
国
民
俗
学
」
の
成
立
六
車
由
実

和
辻
哲
郎
に
お
け
る
「
脱
」
西
欧
の
思
想
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
平
野
敬
和

近
現
代
日
本
に
お
け
る
武
士
道
の
生
成
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
亘
宇
野
田
尚
哉
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第
二
日
目
は
「
思
想
史
の
中
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｉ
思
想
史
と
社
会
史
の
接
点
ｌ
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
発
表

者
と
発
表
題
目
お
よ
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
司
会
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ひ
き
続
き
、
国
際
基
督
教
大
学
食
堂
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

趣
旨
説
明

第
一
部
方
法
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
思
想
史
と
社
会
史
の
接
点
ｌ

報
告
ｌ
【
社
会
史
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
一

中
世
に
お
け
る
経
済
と
宗
教

第
二
部
思
想
史
の
中
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

報
告
２
【
中
世
史
の
視
座
か
ら
】

「
一
期
（
い
ち
ご
）
」
の
認
識
に
つ
い
て

報
告
３
【
儒
教
の
視
座
か
ら
一

儒
教
・
儒
家
神
道
と
「
死
」
Ｉ
「
朱
子
家
礼
」
受
容
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

報
告
４
【
仏
教
の
視
座
か
ら
】

幕
末
在
村
知
識
人
と
真
宗
Ｉ
原
稲
城
に
お
け
る
「
我
」
形
成
Ｉ

報
告
５
【
近
代
科
学
の
視
座
か
ら
】

寿
命
の
科
学

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
報
告
１
，
２
へ
）

（
報
告
４
へ
）

（
報
告
３
，
５
へ
）

司
会
者

（
国
際
基
督
教
大
学
）
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ル

（
国
際
基
督
教
大
学
）
村
上
陽
一
郎

（
横
浜
市
立
大
学
）
今
谷
明

（
東
京
女
子
大
学
）
大
隅
和
雄

（
東
京
大
学
）
平
石
直
昭

（
京
都
大
学
）
辻
本
雅
史

（
国
際
基
督
教
大
学
）
小
島
康
敬

（
桃
山
学
院
大
学
）
横
井

（
神
奈
川
大
学
）
網
野
善
彦

（
大
谷
大
学
）
大
桑
斉

（
東
海
大
学
）
田
尻
祐
一
郎 主

月

も
Ｍ
Ｊ
ｆ
Ｏ
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